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２
月
に
入
り
、
よ
う
や
く
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
前
に
近
い
状
態
で
物
事
が
進
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
頃
は
時
の
進
み
が
こ
と

さ
ら
速
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
単
に
忙
し
く
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
、
私
が
年
齢
を
重
ね
た
か
ら

な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

３
月
４
日
は
西
別
院
の
サ
ー
フ
＆
タ
ー

フ
・
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
で
す
。
皆
様
の
ご

支
援
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

募
財
を
通
じ
て
集
ま
っ
た
資
金
は
、
寺
院
の

維
持
管
理
費
へ
と
充
て
ら
れ
ま
す
。
昨
今
の

物
価
上
昇
の
圧
力
は
、
家
庭
の
家
計
簿
と
同

様
に
寺
院
の
財
政
を
も
圧
迫
し
、
実
質
的
な

歳
入
は
過
去
と
同
じ
か
そ
れ
以
下
の
水
準
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
サ
ー
フ
＆
タ
ー
フ
で

提
供
さ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
は
一
部
値
上
が
り
し

て
お
り
ま
す
。
値
段
を
上
げ
る
の
は
私
た
ち

に
と
っ
て
は
苦
渋
の
決
断
で
し
た
。
で
す

が
、
元
の
仕
入
れ
値
が
高
騰
し
て
し
ま
っ
て

お
り
、
募
財
が
経
費
充
当
の
役
割
を
果
た
す

に
当
た
り
、
今
回
の
値
段
設
定
に
至
っ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
逆
境
下
に
お

い
て
も
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
西
本
願
寺
の

護
持
発
展
に
尽
く
し
て
下
さ
る
皆
様
の
心
意

気
に
は
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
仏
教
婦
人
会
（B

W
A

）
で
は3

月
に

お
そ
ら
く

後
の
開
催
と
な
る
オ
ン
ラ
イ

ン
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
主
催
し
ま
す
。
こ
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
目
的
は
、
メ
イ
ン
キ
ッ
チ

ン
の
冷
蔵
庫
を
新
し
い
も
の
に
取
り
換
え
る

為
で
す
。
前
回
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
得
ら
れ

た
売
り
上
げ
は
、
会
館
キ
ッ
チ
ン
の
改
修
に

使
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
ジ
ュ

ニ
ー
・
オ
ビ
さ
ん
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、B

W
A

と
運
営
に
携
わ
る
方
々
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
、
会
館
キ
ッ
チ
ン
の

初
の
改

修
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
仏
教
会
か
ら
の
寄
付
で
賄

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
カ
ウ
ン
タ
ー
が
増

築
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
改
修
は
、
計
画

か
ら
完
遂
に
至
る
ま
で
に
長
い
時
間
と
労
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
苦
労
を

買
っ
て
出
て
、
資
金
集
め
か
ら
改
修
ま
で
し

て
く
だ
さ
る
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
と
て
も

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 
4

月
に
は
寺
院
の
敷
地
を
囲
う
新
し
い
フ
ェ

ン
ス
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
西
セ
ン

タ
ー
の
子
供
た
ち
や
ス
タ
ッ
フ
、
参
拝
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
安
全
を
確
保
す
る
為
、
現

代
の
基
準
に
見
合
っ
た
フ
ェ
ン
ス
が
建
て
ら

れ
ま
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
に
伴
い
、

西
別
院
へ
の
訪
問
の
折
に
は
ご
不
便
を
お
掛

け
す
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
れ
は
リ
ト
ル
東
京
周
辺
の
治
安
悪
化

に
伴
う
必
要
な
措
置
で
あ
り
、
訪
問
す
る
全

て
の
人
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
フ
ェ
ン

ス
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

合
掌 

 
 

 

１
月
２
９
日
、
今
年
の
西
別
院
を
け
ん
引

す
る
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
た
ち
の
就
任
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
輪
番
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ

た
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
は
、
阿
弥
陀
様
に
お

香
を
く
べ
て
壇
上
に
あ
が
り
、
宣
誓
文
を
輪

番
に
続
い
て
復
唱
し
ま
し
た
。 

主
任
式
の
後
、
別

院
主
催
の
新
年
会

が
会
館
で
催
さ
れ

ま
し
た
。
昼
食

は
、
西
別
院
婦
人

会
の
方
々
が
早
朝

か
ら
準
備
を
し
た

料
理
が
振
舞
わ
れ

て
、A

B
A

ソ
ニ
ッ

ク
が
演
奏
を
披
露

し
ま
し
た
。 
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【三
月
・四
月
の
ご
案
内
】 

 
 

募
財
サ
ー
フ
＆
タ
ー
フ
食
会
（
於 

会
館
） 

三
月
四
日 

（土
） 

午
後
四
～
七
時 

 
 

永
代
経
祥
月
法
要 

（
於 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
） 

三
月
十
二
日 

（日
）  

午
前
十
時 

 
 

春
季
彼
岸
セ
ミ
ナ
ー 

（
於 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
） 

三
月
十
八
日 

（土
） 

午
前
十
時
（日
本
語
） 

 
 

 

午
後
一
時
（英
語
） 

御
講
師 

宮
地 

信
雄 

師 

〔
名
誉
開
教
使
〕 

 
 

 
 

春
季
彼
岸
会 

（
於 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
） 

三
月
十
九
日 

（日
） 

午
前
十
時 

御
講
師 

＊
前
セ
ミ
ナ
ー
に
同
じ 

 
 

蓮
如
忌
（
於 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
） 

三
月
二
六
日 

（日
）  

午
前
十
時 

 
 

慶
讃
法
要
特
別
セ
ミ
ナ
ー 

 

四
月
一
日 

（土
）  

未
定 

 

御
講
師 

三
瓶 

悦
子 

師 

〔
サ
ン
ノ
ゼ
仏
教
会
〕 

 
 

古
本 

竜
太 

師 

〔
洗
心
仏
教
会
〕 

 
 

親
鸞
聖
人
御
誕
生8

5
0

年
・
立
教
開
宗8

0
0

年
慶
讃
法
要 

四
月
二
日 

（日
）  

午
前
十
時 

 

御
講
師 

三
瓶 

悦
子 

師 

〔
サ
ン
ノ
ゼ
仏
教
会
〕 

 
 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
仏
連
合
同
花
祭
り 

（
於 

西
別
院
） 

四
月
九
日 

（日
）  

午
前
十
時 

 
 

永
代
経
祥
月
法
要 

（
於 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
） 

四
月
九
日 

（日
）  

午
後
一
時 

 
 

日
曜
礼
拝 

 

（於 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
） 

 

毎
週
日
曜
日 

 

午
前
十
時 

 *

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
…
本
堂
かZo

o
m

で
の
ご
参
拝
を
選
択
で
き
ま
す
。 

  

本
派
本
願
寺
羅
府
別
院 

     

花
祭
り 

 

臨
月
近
く
、
摩
耶
夫
人
は
国
の
習
慣
に
従
っ
て

生
家
に
帰
ろ
う
と
し
、
そ
の
途
中
ル
ン
ビ
ニ
ー

園
に
休
息
し
た
。
折
か
ら
春
の
陽
は
う
ら
ら
か

に
、
ア
シ
ョ
ー
カ
の
花
は
う
る
わ
し
く
咲
き
に

お
っ
て
い
た
。
妃
は
右
手
を
上
げ
て
そ
の
枝
を

手
折
ろ
う
と
し
、
そ
の
せ
つ
な
に
王
子
を
生
ん

だ
。
天
地
は
喜
び
の
声
を
あ
げ
て
母
と
子
を
祝

福
し
た
。 

−

『
仏
教
聖
典
』
（
仏
教
伝
道
協
会
）
よ
り 

  

今
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
仏
教
連
合
会
の
花
ま
つ
り

法
要
は
四
月
九
日
（
日
）
に
こ
の
別
院
を
会
場
と
し

て
お
勤
め
さ
れ
ま
す
。
リ
ト
ル
東
京
に
位
置
す
る
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
仏
教
連
合
会
は
東
本
願
寺
、
浄
土
宗
、

高
野
山
真
言
宗
、
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
仏
教
会
、
日
蓮

宗
、
西
本
願
寺
、
洗
心
寺
、
曹
洞
宗
禅
宗
寺
の
六
宗

派
七
ヶ
寺
か
ら
成
る
仏
教
団
体
で
す
。
儀
式
作
法
や

修
行
形
態
な
ど
に
お
い
て
様
々
な
違
い
を
も
つ
各
宗

派
の
僧
侶
が
一
同
に
会
し
、
お
釈
迦
様
の
誕
生
を
お

祝
い
す
る
こ
の
花
ま
つ
り
を
大
切
に
お
勤
め
し
て
き

ま
し
た
。 

 

お
釈
迦
様
の
誕
生
譚
に
よ
る
と
、
摩
耶
夫
人
は
白

象
が
右
脇
か
ら
胎
内
に
入
る
夢
を
見
て
懐
妊
し
た
と

言
わ
れ
ま
す
。
臨
月
が
近
づ
く
と
当
時
の
慣
習
に

従
っ
て
生
家
に
戻
っ
て
出
産
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
帰
省
の
旅
の
途
中
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
に
休
息
の
た
め

に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
右
手
を
伸
ば
し
て
花
の
咲
い

た
枝
と
手
折
ろ
う
と
し
た
時
に
の
ち
に
お
釈
迦
さ
ま

と
な
る
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
が
お
生
ま
れ
に

な
り
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ

は
立
ち
上
が
り
、
七
歩
歩
い
て
「
天
上
天
下
唯
我
独

尊
」
と
高
ら
か
に
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
天
か
ら
は
甘

露
の
雨
が
降
り
注
ぎ
、
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
の
体
を
清
め

て
く
れ
ま
し
た
。 

 

も
ち
ろ
ん
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
が
歩
く

は
ず
も
、
ま
し
て
や
喋
る
は
ず
も
な
い
こ
と
は
知
っ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の
お
話
に
対
し
て
「
こ
の

話
は
実
際
に
起
こ
っ
た
こ
と
な
の
か
？
」
と
議
論
す

る
こ
と
は
無
意
味
で
す
。
こ
こ
で
考
え
る
べ
き
こ
と

は
「
こ
の
話
が
私
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
は
な
ん
な

の
か
？
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。 

 

当
時
は
人
間
が
輪
廻
す
る
世
界
と
し
て
「
六
道

（
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
阿
修
羅
、
人
、
天
）
」
と

い
う
世
界
観
が
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
お
釈
迦
さ
ま
が
七
歩
歩
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
六
道
の
迷
い
の
世
界
を
超
え
て
、
真
実
の

世
界
に
生
き
る
人
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
表
し
て

い
る
の
で
す
。
そ
し
て
私
た
ち
も
ま
た
そ
の
真
実
に

生
き
る
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

全
て
の
赤
ち
ゃ
ん
と
同
じ
く
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
も
ひ

と
り
の
人
間
と
し
て
生
を
受
け
ま
し
た
。
彼
の
誕
生

に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
、
一
人
の
人
間
が
生
を
受
け
て

こ
の
世
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
い
か
に
稀
で
素
晴
ら
し

い
こ
と
か
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
に
気
づ
か
せ
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
事
実
に
気
づ
い
た
時
、
「
天
上
天
下

唯
我
独
尊
」
と
い
う
言
葉
は
ひ
と
り
ひ
と
り
の
命
の

尊
さ
を
表
す
言
葉
と
し
て
響
い
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

（
四
面
へ
） 

 

本
派
本
願
寺
羅
府
別
院 

輪
番
法
話 

輪番  

ウィリアム ブリオネス  

ページ案内 

一頁  総合 

二頁 この話ご存じ 

三頁 法話・コラム 

四頁 弔意感謝録 

羅
府
別
院
理
事
長
よ
り 

理事長  

田端 パメラ  



2023 年 3 月1日  別 院 時 報                       第 477 号 (2) 

 

【
こ
の
話
ご
存
知
で
し
た
か
】 

 
 

 
 

 
 

増
山 

栄
子 

 
 

 
 

 

翻
訳 

伊
藤
千
鶴
子 

 
 

ハ
ー
ト
マ
ウ
ン
テ
ン
と 

西
本
願
寺 

（
情
報
／
執
筆
）
し
の
は
ら 

ゆ
た
か
、
井
上 

薫 

  

第
二
次
世
界
大
戦
は 1

9
4
0
 

年 1
2
 

月 7
 

日
に
始
ま
っ
た
。

即
座
にF

B
I

に
摘
発
さ
れ
た
の
は
日
本
生
ま
れ
の
別
院
の
開
教
使

で
し
た
。
香 

お
だ
ま 

く
に
え
の
父 
輪
番 

香
。
開
教
使: 

桑
月 

文
方
、
沖
田 

せ
い
び
の
父 

沖
田 
美
義
、
リ
ナ 

沖
田
、
清
水
の
祖
父
、
ダ
ス
テ
ィ
ン/

ジ
ョ
ー
デ
ィ
ン 
清
水
の

曾
祖
父
。 

早
島 

大
徹
、
我
孫
子 

義
考
、
前
輪
番 
我
孫
子 

洋
の
父
。 

前
原 

晃
朗
、
山
本 

義
弘
、
大
野 

静
哲
。 

 
1
9
4
2
 

年 2
 

月 1
9
 

日 [

追
悼
の
日] 

に
フ
ラ
ン
ク
リ
ン D

. 

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
発
行
し
た
大
統
領
令
第 9

0
6
6
 

号

は
、
ア
メ
リ
カ
市
民
を
含
む
す
べ
て
の
日
本
人
を
西
海
岸
か
ら

移
転
施
設
に
移
住
さ
せ
ま
し
た
。 

 
1
9
4
2
 

年 3
 

月 3
0
 

日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
プ
レ
シ
デ
ィ
オ

の J L
 

デ
ウ
ィ
ッ
ト
軍
司
令
官
に
よ
る
公
布
第 5

 

号
は
す
べ
て

の
外
国
人
日
本
人
の
行
動
に
関
す
る
適
用
規
制
で
す
。
居
住
地

か
ら
は
半
径 5

 

マ
イ
ル
以
外
に
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
西
部 

  

防
衛
司
令
部
と
第 4

 

軍
戦
時
下
の
民
事
統
制
行
政
は
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
日
本
人
街
区
域
に
住
む
す
べ
て
の
日
系
人
に
移
転
手
順
を

指
示
し
ま
し
た
。
集
合
場
所
の
一
つ
は
、
現
在
の
全
米
日
系
人

博
物
館
の
向
か
い
、1

1
9
 

北
セ
ン
ト
ラ
ル
の
別
院
前
で
し
た
。 

 
1
9
4
2
 

年 5
 

月 9
 

日
、4

2
 

人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
西
本
願

寺
の
家
族 

#
1
8
3
9
0
 

は
、
ア
ル
ケ
デ
ィ
ア (

サ
ン
タ
ア
ニ
タ
競

馬
場) 

の
サ
ン
タ
ア
ニ
タ 

集
合
施
設
に
向
け
て
出
発
し
ま
し

た
。
→ 

ニ
ュ
ー
ト
ン 

い
し
う
ら
開
教
使
（
ハ
ワ
イ
生

れ
）
、
毛
利 

令
知*

*

家
族
、
香 

静
海
夫
人
家
族
、
我
孫
子

夫
人
家
族
（
開
教
使 

我
孫
子 

義
考
夫
人
）
、
大
野
夫
人
家

族
、
早
島 

大
徹
夫
人
、K

 

き
も
と
夫
人
家
族
、
か
わ
も
と
さ

ん
家
族
、M

た
さ
き
さ
ん
家
族
、
し
の
は
ら 

ゆ
た
か
、
せ
ら 

た
だ
よ
し
、
せ
ら 

つ
と
む
、
ひ
ら
の 

き
み
こ
（
し
お
た
）

夫
人
、
別
院Y

B
A

行
徳
会
の
メ
ン
バ
ー
【
帰
米-

米
国
生
ま
れ
、

教
育
を
日
本
で
受
け
米
国
に
帰
還
し
た
日
系
人
】 

 
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、1

9
4
2
 

年 9
 

月 9
 

日
に
、
サ
ン
タ
ア
ニ

タ 

集
合
施
設
か
ら
、
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
ハ
ー
ト 

マ
ウ
ン
テ
ン

の
ハ
ー
ト 
マ
ウ
ン
テ
ン
移
転
セ
ン
タ
ー
に
移
送
さ
れ
ま
し
た
。 

仏
教
寺
院
は
、1

9
4
2
 

年 1
0
 

月
に
毛
利
開
教
使
に
よ
っ
て
棟3

0
 

の
娯
楽
室
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ー
ト
マ
ウ
ン
テ
ン
佛
教
団

（
仏
教
本
部
）
は
、1

9
4
2
 

年 1
1
 

月 2
9
 

日
、
棟 

1
7

に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。 

 

毛
利
開
教
使
の
創
立
さ
れ
た
お
寺
は
、
毛
利
開
教
使
を
主
開

教
使
と
し
て
西
本
願
寺
と
し
て
再
建
さ
れ
、
入
仏
慶
讃
法
要
記

念
が
４
月
１
８
日
１
９
４
３
年
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
1
9
4
3

年9

月
、
毛
利
開
教
使
と
し
の
は
ら 

ゆ
た
か 

[

日
曜

学
校
教
育
長] 

が
ト
ゥ
ー
ル
レ
イ
ク
移
転
セ
ン
タ
ー
に
移
動
。 

 

し
ば
た 

て
っ
し
ん
開
教
使
は 1

0
 

月
に
ト
ゥ
ー
ル 

レ
イ

ク 

集
合
施
設
か
ら
到
着
し
、
西
本
願
寺
仏
教
寺
院
を
率
い
ま
し

た
。
＊ 

家
族 #

1
8
3
9
0
 

は
移
住
目
的
で
編
成
さ
れ
ロ
ス
ア
ン
ゼ

ル
ス
別
院
の
グ
ル
ー
プ
と
、
開
戦
時
に
強
制
収
容
所
に
連
行
さ

れ
た
開
教
使
の
妻
と
子
供
た
ち
が
一
緒
に
い
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

ハ
ー
ト
マ
ウ
ン
テ
ン
で
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
別
院
の
指
導
者

の
多
く
が
、
サ
ン
ノ
ゼ
と
ヤ
キ
マ
の
仏
教
徒
を
包
括
し
た
西
本

願
寺
仏
教
寺
院
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

新
し
い

組
織
の
下
日
曜
学
校
の
出
席
者
は
著
し
く
増
加
し
ま
し
た
。 

 

か
わ
の 

し
げ
い
ち
氏
は
、
お
寺
の
理
事
長
。
毛
利 

令
知

が
初
代
開
教
使
。
し
ば
た 

て
っ
し
ん
開
教
使
が
二
代
目
。
ク

リ
ス
タ
ル
シ
テ
ィ
（
テ
キ
サ
ス
州
）
か
ら
ハ
ー
ト
マ
ウ
ン
テ
ン

に
戻
っ
た
輪
番 

香 

静
海
が
三
代
目
の
開
教
使
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。1

9
4
4
 

年 8
 

月
、
西
本
願
寺
で
は
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
に

入
隊
し
た
日
曜
学
校
教
師
井
上
薫
氏
の
送
別
会
を
行
い
ま
し

た
。 

【
追
記
】 



リ
ン
ダ 

い
な
が
き 

に 3
0
 P

K
 D

V
D

 

デ
ィ
ス
ク
の
寄
付
に

感
謝
し
ま
す
。
念
珠
、
門
徒
式
章
、
そ
の
他
の
記
念
品
の
匿

名
の
寄
付
。
古
い
モ
デ
ル
の
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル 

テ
ー
プ 

プ
レ
ー
ヤ
ー
が
あ
る
の
で
す
が
、
テ
ー
プ
を
再
生
す
る
に
は

そ
れ
に
対
応
す
る
ア
ン
プ
が
必
要
で
す
。 

作
動
す
る
も
の
を

お
持
ち
の
場
合
は
、
西
の
記
録
室
と
共
有 (

ま
た
は
寄
付) 

頂

け
ま
す
か
。 



以
下
の
ア
イ
テ
ム
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
探
し
て
い

ま
。
→1

9
4
3

年
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
サ
ン
タ
フ
ェ
、
司
法

省
移
転
場
所
、
西
本
願
寺
の
開
教
使
と
統
率
者 

写真上： 毛利開教使は検挙されなかっ

た。逮捕状に「もり」は記載されていた

が、「もうり」は記載されていなかった。

毛利令知開教使、サンノゼのにしうら兄弟

が建造したハートマウンテン仏教会仏壇、

小本堂はしのはら ゆたかのデザイン。 

写真上：４月１８日１９４３年 西本願寺入仏慶讃法要記念 ハートマウン

テン ワイオミング州 

写真右：ハートマウンテン西本願寺教会、日曜学校教師、1943年 

列１: x, にいい よこた しずこ, しんぐう こうの まさこ, x, x, 毛利開教

使, しのはら ゆか, x, x, おくもと さちこ, x／列 2: x, もりおか なめかわ 

かおる(?), おきた夫人 (?), x, x, まつもと夫人, 香夫人, x, x, x, x; ／列 3: ミッ

チ かくうち みやさ 、x、x、x、むらかみ ふじひろ めいこ、x、x、x、

x、井上薫 ／列 4: x、x、x、x、x、x／列 5: x、x、x、x、x、x、x、x、ゆげ 

いさお 

写真４：１９４２年 

西本願寺 ファーストとセントラル 

現在の全米日系人博物館の向い側  

１１９ 北セントラルの別院前 
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（
一
面
続
き
）
私
た
ち
自
身
の
誕
生
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
い
か
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
有
り
難
い
こ

と
で
あ
る
か
に
気
づ
き
ま
す
。
私
た
ち
は
両
親
の
元

に
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
両
親
に
も
そ
れ
ぞ
れ
両

親
が
い
て
、
そ
の
祖
父
母
の
存
在
が
な
け
れ
ば
私
た

ち
は
生
ま
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
祖
父

母
に
も
そ
れ
ぞ
れ
両
親
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
考

え
て
い
く
と
私
の
誕
生
に
関
わ
る
人
の
人
数
は
ど
ん

ど
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。
十
代
遡
る
と
そ
の
数
は
一

〇
二
四
人
、
二
十
五
代
遡
る
と
な
ん
と
三
千
三
百
五

十
五
万
四
千
四
百
三
十
二
人
と
い
う
途
方
も
無
い
数

字
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
中
の
た
と
え
一
人
で
も
欠

け
れ
ば
、
私
は
誕
生
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
比
べ
る
必
要
の
な
い
た
だ
一
つ
の
大
切
な
命
を

私
た
ち
は
生
き
て
い
る
の
で
す
。 

 

世
界
中
の
仏
教
徒
に
と
っ
て
お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生

は
大
切
な
日
で
す
。
一
人
の
人
間
と
し
て
こ
の
世
に

誕
生
し
た
男
の
子
は
や
が
て
私
た
ち
の
誰
も
が
直
面

す
る
問
題
と
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
真
理
に
目
覚
め

仏
と
な
る
の
で
す
。 

 

お
釈
迦
さ
ま
は
目
覚
め
た
真
理
を
一
人
で
楽
し
む

こ
と
を
よ
し
と
せ
ず
、
そ
れ
を
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
に
伝
え
る
こ
と
を
生
涯
の
お
仕
事
と
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
時
代
や
場
所
を
超
え
て
私
た
ち

も
ま
た
真
理
の
教
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。 

 

花
ま
つ
り
を
通
し
て
、
お
釈
迦
様
に
深
く
感
謝

し
、
お
釈
迦
様
が
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
真
実
―
諸
行

無
常
と
縁
起
の
教
え
―
に
目
を
開
き
、
日
常
の
生
活

の
中
で
確
か
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

花
ま
つ
り
は
大
切
な
仏
縁
で
あ
り
ま
す
。
四
月
九

日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
西
別
院
に
て
法
要
を
お
勤

め
し
ま
す
。
浄
土
宗
の
田
中
孝
道
開
教
使
の
ご
法
話

を
聴
聞
い
た
し
ま
す
。
法
要
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て
勤
め
ら
れ
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
の
ご
参
拝
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

南
無
阿
弥
陀
仏 

ウ
ィ
ン
タ
ー
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

 
1

月2
8

日
、
今
年
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
セ
ミ

ナ
ー
が
別
院
で
行
わ
れ
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
実
に
三
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
っ
た
。
今
と
な
っ
て
は
各
種
行
事
に

Zo
o

m

を
用
い
る
事
は
普
通
に
な
っ
て
い
る
が
、
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
でZo

o
m

を
取
り
入
れ
た
の
は
今
回

が
初
と
な
る
。
当
日
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
て
、
お
よ
そ

百
名
の
人
々
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
中
に
は
オ
ラ
ン
ダ

な
ど
の
国
外
か
ら
の
参
加
者
も
あ
っ
た
。 

 

午
前9

時
過
ぎ
に
ブ
リ
オ
ネ
ス
輪
番
が
導
師
を
勤
め
重

誓
偈
を
読
経
し
た
後
、
原
田
総
長
が
参
加
者
の
方
々
に
向

け
て
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
た
。 

 

今
年
の
テ
ー
マ
は
、H

o
p

e fro
m

 Sh
in

ran
’s P

ersp
ec‐

ve

。
日
本
語
の
部
は
大
谷
大
学
元
学
長
の
木
越
康
先
生

が
ご
登
壇
を
さ
れ
て
、W

LA

高
田
先
生
が
司
会
を
務
め

た
。
木
越
先
生
は
、2

0
1

1

年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
に
赴
い
た
経
験
か
ら
、
浄
土
真
宗
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
よ
そ
二
時
間
以
上
に
渡
っ
て

お
話
を
さ
れ
た
。
従
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
こ
と

は
、
親
鸞
の
他
力
の
教
え
に
反
す
る
自
力
で
は
な
い
か
と

い
う
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
講
演
で

は
必
ず
し
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
力
に
な
る
訳
で
は
な
い

と
い
う
点
が
力
説
さ
れ
た
。
英
語
の
部
で
は
、
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ジ
ェ
シ
カ
・
メ
イ
ン
先

生
がZo

o
m

で
登
壇
し
、
「H

o
p

e, C
o

u
rage, an

d
 

Sh
in

ran

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
っ
た
。
司
会
は
、

IB
S

の
松
本
先
生
が
務
め
た
。 

 

講
演
後
は
会
館
で
昼
食
会
が
行
わ
れ
、
ゲ
ス
ト
の
木
越

先
生
を
交
え
た
交
流
会
は
盛
況
で
あ
っ
た
。 

 

西
別
院
仏
教
婦
人
会
で
は
、

後
と
な
る
サ
イ
レ
ン
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
開
催
を
準
備
中
で

す
。
今
回
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
期
間
は3

月1
2

日
～3

月2
6

日
の
午
後9

時
ま
で
と
な
り
ま
す
。
商
品
の
引

け
私
日
は4

月1

日
と2

日
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
の
収
益
は
、
主
に
老
朽
化
し
た
メ
イ
ン
キ
ッ
チ
ン
の
業
務
用
冷
蔵
庫
の

買
い
替
え
に
使
わ
れ
ま
す
。
こ
の
冷
蔵
庫
は
、
行
事
な
ど
で
頻
繁
に
使
わ
れ
て
お
り
、
別
院
の
各
グ

ル
ー
プ
や
西
セ
ン
タ
ー
が
日
常
的
に
食
品
の
保
存
や
イ
ベ
ン
ト
用
の
食
品
を
保
管
す
る
の
に
利
用
し

て
い
ま
す
。
他
に
も
、
お
寺
の
施
設
の
修
繕
費
に
充
て
ら
れ
る
予
定
で
す
。 

 

ご
質
問
や
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
西
婦
人
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
み
な
さ

ま
の
ご
参
加
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。 

「本願寺新報」2023年1月16日付の号外より掲載。詳細はご本山のHPからもご覧頂けます。（https://www.hongwanji.or.jp/message/m_001985.html） 

「
新
し
い
「
領
解
文
」
に
つ
い
て
」 

 

今
年
も
報
恩
講
法
要
が
勤
ま
り
ま
し
た
。
今
年
の
報
恩

講
は
例
年
と
は
一
味
違
い
、

終
日
の

後
の
法
要
の
席

（
ご
満
座
）
で
、
ご
門
主
様
が
新
し
い
領
解
文
（
浄
土
真

宗
の
み
教
え
）
を
発
表
す
る
発
布
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

今
一
度
、
領
解
文
に
つ
い
て
お
さ
ら
い
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
ょ
う
。
領
解
文
は
本
願
寺
の
第
八
代
目
の
ご
門
主
で

あ
り
ま
し
た
蓮
如
上
人
が
、
当
時
の
一
般
の
人
々
に
も
真

宗
の
教
義
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
と
お
作
り
な
ら
れ
た
ご

く
短
い
文
章
を
指
し
ま
す
。
お
浄
土
へ
の
往
生
の
正
因
は

信
心
で
あ
り
、
そ
の
後
の
お
念
仏
は
感
謝
の
お
念
仏
で
あ

る
と
い
う
ご
法
義
の
基
本
と
、
こ
の
教
え
が
伝
承
さ
れ
て

き
た
伝
統
を
示
し
、
念
仏
者
と
し
て
の
指
針
を
明
ら
か
に

さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

上
人
が
平
易
な
言
葉
で
編
み
出
し
た
領
解
文
は
、
山
科

本
願
寺
の
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
読
み
継
が
れ
て
き

た
大
切
な
ご
文
で
あ
り
ま
す
が
、
近
代
以
降
は
音
楽
の
つ

い
た
恩
徳
讃
が
よ
り
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

近
で
は

声
に
出
し
て
領
解
文
を
読
む
機
会
は
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。 

 

こ
の
度
発
布
さ
れ
ま
し
た
新
し
い
「
領
解
文
」
と
元
の

領
解
文
と
を
読
み
比
べ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
古
い
言

葉
か
ら
新
し
い
言
葉
に
移
っ
て
い
く
変
遷
の
間
か
ら
領
解

文
の
読
み
味
を
さ
ら
に
深
め
る
要
素
が
あ
る
こ
と
に
気
が

付
き
ま
し
た
。 

 

例
え
ば
、
新
領
解
文
の
一
行
目
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
も
ろ
も

ろ
の
雑
行
雑
修
自
力
の
こ
こ
ろ
を
ふ
り
す
て
て
」
に
対
応

す
る
部
分
で
す
が
、
お
念
仏
の
は
た
ら
き
が
他
力
で
あ

り
、
そ
こ
に
帰
命
す
る
様
が
元
の
文
章
と
比
較
す
る
こ
と

で
よ
り
鮮
明
に
浮
き
出
て
き
ま
す
。 

 

次
の
「
わ
れ
ら
が
今
度
の
一
大
事
の
後
生
、
御
た
す
け

候
へ
と
た
の
み
ま
う
し
て
候
ふ
」
は
、
「
〈
わ
れ
に
ま
か

せ
よ 

そ
の
ま
ま
救
う
〉
の 

弥
陀
の
呼
び
声 

私
の
煩

悩
と
仏
の
さ
と
り
は 

本
来
一
つ
ゆ
え
」
に
当
た
る
と
思

い
ま
す
が
、
さ
と
り
の
境
地
か
ら
見
れ
ば
、
煩
悩
と
さ
と

り
に
境
界
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
私
の
苦
し
み
は
阿
弥

陀
様
の
苦
し
み
で
あ
り
、
私
の
苦
し
み
は
阿
弥
陀
様
に
お

さ
め
取
ら
る
こ
と
で
一
味
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
事
で

す
。 

 

後
の
段
落
で
縁
起
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
喜
び
や
悲

し
み
を
周
り
の
人
と
一
緒
に
分
か
ち
合
う
と
い
う
仏
教
者

と
し
て
の
姿
勢
と
、
自
分
の
傲
り
や
嫉
妬
心
を
恥
じ
る
心

を
持
ち
、
い
よ
い
よ
お
念
仏
に
救
わ
れ
て
い
く
身
と
し
て

の
自
覚
が
促
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

新
し
い
「
領
解
文
」
は
ま
だ
馴
染
み
が
浅
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
を
機
会
に
新
し
い
「
領
解
文
」

と
こ
れ
ま
で
親
し
ん
で
き
た
領
解
文
と
を
読
み
比
べ
て
み

て
、
お
念
仏
の
味
わ
い
を
さ
ら
に
深
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
戸
惑
い
も
ま
た
、
ご
本
願
と
遇
う
ご

縁
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
合
掌 

執
筆: 

駐
在
開
教
使 

村
上 

響 


